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環境変化とインダス文明
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長田俊樹

文明・環境史の課題をインダス文明にみる―グリーンベルト/イエローベルトの境界を探る
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東アジア内海の新石器時代と現代化：景観の形成史
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内山純蔵

環境問題の根っこを掘り下げる：景観という視点研究プロジェクトより
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紹介
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新しい研究プロジェクト決定

特集3
新しい研究プロジェクト決定

　さる3月4日に開催された地球研運営
会議において、下記2件の研究課題が
来年度、本研究（プレリサーチ）に移行

することが決まりました。

　高緯度で内陸にあるシベリアは、温

暖化が最も早期に著しく顕れる地域の一

つです。シベリアは、北から順に、冬季は

結氷する北極海、夏でもわずかしか融け

ない永久凍土があるツンドラ、少ない降

水にもかかわらず存立するタイガと呼ば

れる森林地帯、さらに南に農業地域とス

テップ、西には日本の面積に匹敵する大

湿原など、多様で広大な自然があります。

そこでは、トナカイと共に暮らす少数

民族の生活がある一方で、ロシアの経

済発展の原動力となる石油・天然ガス

採掘などの人間活動が営まれています。

　このような特徴ある場所で、温暖化

が引き起こす様々な変化と、社会の大

きな変革や開発の中で、人々がどのよ

うに変化に対応できるかを調査研究し、

その将来を予測することが、本研究チ

ームの主要な目的です。

　これまでシベリアで、水やエネルギ

ーの循環と二酸化炭素やメタンなど温

室効果ガスの収支を研究してきたグル

ープと、先住民族の生活や文化を研究

してきたグループが、新たに一体化し

た研究を行います。なかでも衛星を駆

使した新しい研究として、トナカイの

行動の特徴を理解すること、永久凍土

の下にあるらしい貯留水の役割を明ら

かにすること、世界で初めての温室効

果ガス観測衛星による二酸化炭素やメ

タンの収支算出などを計画しています。

また、冬季の凍結をたくみに利用した

生活が、温暖化によりどのような影響

を受けるか、先住民族の文化や思想が

環境変化への対応行動と、どのように

係わるかなど、特徴のある研究が予定

されています。（プロジェクト・リーダ

ー　井上 元）

　　日本国と中東諸国は、エネルギー・

　水・食料の観点からみて地球環境に

　多大な負荷を与え続けてきました。

　現代石油文明が分岐点を迎えつつあ

　るいま、これからの日本・中東関係

　は化石燃料を介した相互依存関係か

　ら、地球環境問題の克服につながる

「未来可能性」を実現する相互依存関

　係へと一大転換をする必要がありま

　す。

　　本プロジェクトでは、低エネルギー

　資源消費による自給自足的な生産活動

（狩猟、採集、漁撈、牧畜、農耕、林

　業）を中心とした生命維持機構、すな

　わち「なりわい」に重点をおいた生態

　系の実証的な解明を通じて、先端技

　術・経済開発至上主義への根源的な問

　い直しをし、砂漠化対処の認識枠組み

　を社会的弱者の立場から再考します。

　それらの研究成果に基づき、庶民生活

　の基盤を再構築するための学術的枠組

　みを提示し、ポスト石油時代における

　自立的将来像の提起へとつなげていき

　ます。

　私はこれまで、牧畜システム、在来

知識、資源管理について考えてきまし

た。社会にとって自分にしかできない

ことは何かを意識しつつ、様々な分野

の専門家と共に研究プロジェクトを創

りあげていく喜びを、今かみしめてい

ます。（プロジェクト・リーダー　縄田

浩志）

　来年度の本研究候補として、今年

度フィージビリティ・スタディに選

ばれたプロジェクトは次のとおりで

す。

●水質の地域多様性の探求：循環を基

軸にした水管理に向けて（リーダー：中

野孝教・地球研教授）

●メソポタミア文明における王朝の興

亡と環境（リーダー：渡辺千香子・大阪

学院短期大学准教授）

温暖化するシベリアの自然と人―水環境
をはじめとする陸域生態系変化への社会の適応

アラブ社会におけるなりわい生態系の
研究―ポスト石油時代に向けて

2008年度予備研究
［フィージビリティ・スタディ］紹介
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■地球研の研究スタイルは？

　地球研の研究理念［註1］を振り返る
と、地球環境問題を“ことばの最も広い

意味での人間の「文化」の問題ととらえ”、

そのような観点から、“地球環境問題解

決に資する新たなパラダイムを求める

ことにある”とあります。

　このような多分野の共同研究のスタ

イルを指す英語表現にはinter-,multi-,
t r a n s - d i s c i p l i n a r yなどがあり、
Rosenfield［註2］は次のように定義し
ています。

multi-disciplinary：複数の研究分野
が独立に研究を行う。

inter-disciplinary：組織的に相互に情
報を共有しながら行う。

　対照的に、trans-disciplinaryは、各
研究分野が立脚する概念・方法論を拡

張・統合し、新たな研究フレームワー

クを作り出す方法と定義されています。

　地球研では「新しい視点」「新しい方法

論」の提示を目指しているという意味で、

trans-disciplinaryな研究を行っている
といえます。以下では、trans-disciplinary
を指して分野横断研究と便宜的に呼ぶ

ことにします。

■地球研での分野横断研究への取り組み

　地球研での分野横断研究への取り組み

では、新しい概念や方法論を作り出す、

という最も難しいプロセスに関しての取

り組みが不十分だと感じていました。そ

こで、各研究分野の相互乗り入れを可能

とするための方法論を重視した議論を行

なう勉強会を、昨年企画しました。勉強

　会の呼称は、プリンキピア（PRINCIPIA ）
［註3］です。ここに、プリンキピアによる
　今までの成果を紹介します。

■分野横断を効率的にすすめるために

　新しい方法論や視点を効率的に獲得

するには、小さな集団での意見形成を

積みあげるボトムアップ的アプローチ

がよいと考えました。研究分野が異な

っていても、分野を超えた根本的な方

法論（以下、認識論を含む総括的な哲

学を指して“方法論”と呼びます）を共

有していれば、その集団内の意見形成

はスムーズでしょう。また集団が複数

形成されれば、集団内での部分的な意

見形成に次いで集団間での全体的な意

見形成へと、効率的に議論を積み上げ

る仕組みを提供できると考えました。

■方法論によるグループ形成と意見形

成のこころみ

　上記のような方法論として、帰納─演

繹、客観─主観、直観─論理、観測─理

論、理系─文系、地域─地球という軸を

設定し、勉強会の参加者39人に、各軸に対
する志向性を5段階で自己評価してもら
い、統計学的に分析しました。興味深い

ことに、下図のような2つの主要な軸を基

軸に、グループ分けをすることができま

した（半藤他、2008［註4］）。各グルー
プを特徴づける方法論は、グループ1：
観測・帰納、グループ2：理論・演繹、グル
ープ3：理系・客観・論理・地球、グループ
4：文系・主観・直観・地域、です。また、各
グループには異なる研究分野の研究者が

含まれています。したがって、このグル

ープ分けは「他分野の研究者との方法論

の共有」を用意するものであり、分野横

断的な議論を効率的に行う一つの方法

を提供するものと考えられます。

　次に、「地球環境問題を解決するとは？」

というテーマについてグループごとの意見

形成を試みました。各グループでの議論

はスムーズに進み、グループごとに得ら

れた結論も相互につなぎ合わせることが

でき、「地球環境問題の解決にとっては、

ステークホルダーが受容可能な社会制度

の設計が必要であり、そのために、科学的

な診断と予測、そしてヒューマニズムの

観点に立脚する必要がある」となります。

結論の内容は、テーマ設定と議論の積

み重ねで改良していけると感じています。

■おわりに

　プロジェクト研究の成果発表を分野

横断研究の本番と考えれば、プリンキピ

アは練習の場に最適です。失敗の許され

ない本番と違い、練習では様々なことを

試すことができます。今後も分野横断研

究のための下地作りを日常的に行ってい

くことが必要でしょう。プリンキピアが

そのための活動を充実させることに寄与

することを願っています。（大西健夫/佐

伯田鶴/松川太一/木下鉄矢/半藤逸樹・

愛媛大学沿岸環境科学研究センター）

分野横断的な議論をすすめるための

試み――プリンキピア

地球研の研究理念［註1］
地球研要覧2007、P1を参照。

Rosenfield［註2］
Rosenfield, P.L. (1992 ),
"The potential of transdisciplinary research for 
sustaining and extending linkages between the 
health and social sciences." Social Science and 

Medicine誌 Vol. 35, p.1343-1357を参照。

プリンキピア (PRINCIPIA)［註3］
Preparatory Research for the Interdisciplinary and 
Novel Consilience through Inter-Project Interaction 
Activities の略

半藤他、2008［註4］
Handoh, I.C., Matsukawa, T., Onishi, T., Saeki, T. (2008),
"Methodological clustering of trans-disciplinary 
research groups: Bottom-up consensus building 
processes in a mission-oriented research institute." 
Ecological Economics誌に投稿中。



アンケートへのお礼

第24回地球研市民セミナー

管理部の人事異動

『大学講義のためのプレゼン教材―
　生物多様性の未来に向けて』の刊行

インキュベーション研究［IS］の選考

福嶌教授特別講演会「水と森林」
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地球研だより
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